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苫小牧市立沼ノ端小学校 

生活
せいかつ

づくりの３つの基本
き ほ ん

 

｢元気
げ ん き

なあいさつ｣ 

  ｢早寝
は や ね

 早
はや

起
お

き 朝
あさ

ごはん｣ 

 ｢進
すす

んで学習
がくしゅう

｣ 

沼ノ端小学校の教育目標 

進んでよく考える子ども（知） 

力を合わせてやりぬく子ども（徳） 

健康で明るい子ども（体） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

家庭学習の手引き （保護者の皆様へ） 

沼ノ端小学校では、子どもたちの学力向上に取り組んでいます。より

よい成果をあげるためには、学校での学習に加え、家庭での学習の習慣

化が大切になります。保護者の皆様のお力添えをいただきながら子ども

たちに確かな学力を育てていきたいと思います。ご協力をお願いします。 

家 庭 学 習 の 目 的 は ？ 

 

① 学習の習慣化 

学年が進むにつれて高度になる学習内容を確実に身に付けるため

には、低学年のうちから毎日家庭でも机に向かう習慣をつけること

が大切です。 

② 学習したことの定着・習熟 

「計算」や「漢字」、「音読」などを確実に身に付けるためには、

繰り返し練習することが大切です。また、「もっと速く正確にできる

ようになりたい。」という習熟の意識や「もっと調べてみたい。」と

いった意欲も家庭学習への取り組みでより育まれることが期待でき

ます。 

③ 自分で学ぼうとする意欲の育成 

学校で学んだことをきっかけに、「できた」、「楽しかった」という

思いを子どもたちは抱きます。家庭学習に取り組むことで、そうい

う「学ぶ喜び」がより蓄積され、次への学びの意欲につながります。 

時 間 の 目 安 は ？ 

 
＜低学年＞  ２０～３０分程度 

＜中学年＞  ４０～５０分程度 

＜高学年＞  ６０～７０分程度 

 家庭での学習時間は個人差がありますから上の時間は目安です。

お子さんの学習の様子を見ながら、その子に合った時間を決めると

よいでしょう。【１０分×学年＋１０分】【目標をもつ】 

 また、学年が進むにつれて取り組むべき適切な時間と内容を自分

で決めてできるようにさせていきたいものです。【自己調整学習】 

ご家庭ではこのようなかかわりを 

 
 

 

○ がんばりを認める 

○ できたことをほめる 

○ 次に向けて励ます 

○ 子どもと向き合う 

 

 

家 庭 学 習 を 応 援 す る  

 

学 習 し や す い 環 境 づ く り 

○ 家庭学習に取り組む時間を話し合って決めましょう 

○ 学習する場所（部屋、居間）を整えましょう 

○ テレビやゲームなどを消して、静かな環境を確保しましょう 

（テレビやゲームなどの時間も親子でしっかり話し合いましょう） 

 

 

習慣化のため 

・ルール作りとチェックを 

・マンネリ化を防ぐ 

・できない日も認める 

（毎日が望ましいが…） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引
て び

き （１・２年生） 

がっこうで べんきょうしたことを、もういちど おうちでも たしかめ

てみると、あしたの べんきょうが、もっと たのしく なります。まい

にち、おうちでも おべんきょうを しましょう。 

１．こんな力
ちから

を身
み

に付
つ

けたいですね 
 

１年生 

○ ひらがな・かたかなが よめて ただしくかける。 

○ ８０じの かんじがぜんぶよめ ７０じいじょうのかんじが かけ

る。 

○ 「て・に・を・は」を ただしくつかって ぶんが かける。 

○ たしざん・ひきざんが できる。 

○ えんぴつを ただしくもって じがかける。 

２年生 

○ ゆっくり ただしく ぶんがよめる。 

○ １６０じの かんじがよめ、そのうちの８わり（１３０じいじょう）

のかんじが かける。 

○ じゅんじょよく おはなしすることができる。 

○ ひっさんで けいさんができる。かけざんの九九が すらすらいえる。 

○ きめられたながさのせんを じょうぎをつかって ただしくひける。 

２．家庭
か て い

学習
がくしゅう

をするときには 
 

○ はじめに つくえのうえを かたづけましょう。 

○ べんきょうちゅうは テレビやゲームを けしましょう。 

○ ２０～３０ぷんかん がんばって べんきょうしましょう。 

【１０ぷん×がくねん＋１０ぷん】１年生２０ぷん、２年生３０ぷん 

 

３．こんな学習
がくしゅう

をしてみましょう 
 

○「おんどく」 

○ こえにだして すらすらと よめるようにしましょう。 

○ よむれんしゅうを おうちのひとに きいてもらいましょう。 

○「もじ」のれんしゅう 

○ ひらがな・かたかな・かんじを ただしく かけるようにしましょう 

○ じのかたち・かきじゅん・よみかた・おくりがなにも きをつけて か

きましょう。 

○ かいたものを おうちのひとに みてもらいましょう。 

○「さんすう」のふくしゅう 

○ そのひに がくしゅうしたことを ふくしゅうしましょう。 

○ しき・ひっさん・こたえをかいて ただしくはやく けいさんできる

ようにしましょう。 

○「にっき」をかこう 

○ そのひのにっきをかいて ぶんをかく しゅうかんをつけよう。 

 

 

☆テストやプリントで まちがったところを もうい

ちど やりなおしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

一日
いちにち

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

の流
なが

れ （１・２年生
ねんせい

） 
 

②「け」計画
けいかく

：自分
じぶん

にひつようだと思
おも

う学
がく

しゅうを考
かんが

えよう 

 

① 日
ひ

づけ・かいし時
じ

こくを書
か

く 
 

④「ぶ」分
ぶん

せき：まちがえた理
り

ゆうを考
かんが

えよう 

 

③「テ」テスト：もんだいをとき，丸
まる

つけをしよう 

 

⑥しゅうりょう時
じ

こくを書
か

く 
 

⑤「れ」れんしゅう：くりかえしとり組
く

みかんぺきにしよう 

 

けテぶれ学
がく

しゅうのやりかた 
 

しゅくだいが出
で

ているときは，さいしょにしゅくだいをやりましょう。 

自分
じ ぶ ん

の学
まな

びの記
き

ろくをのこせるようにしっかり書
か

きましょう。 

「テストがある」「〇〇が知
し

りたい」「今日
き ょ う

学校
がっこう

でよくわからなかった」など 

どんな学
がく

しゅうをすると自分
じ ぶ ん

がレベルアップできるか考
かんが

えましょう。 

１年生
ねんせい

は２０分
ぷん

，２年生
ねんせい

は３０分
ぷん

以上
いじょう

できましたか？ 

やりっぱなしにせず、正
ただ

しく丸
まる

つけをしましょう。 

自分
じ ぶ ん

のまちがいに気
き

づけることも自分
じ ぶ ん

の「たからもの」になりますよ。 

「どうしてまちがえたのか」を考
かんが

えて文
ぶん

しょうで書
か

いてみましょう。 

全
ぜん

ぶ正
せい

かいできたらとにかく自分
じ ぶ ん

をほめてみましょう！ 

まちがえたもんだいをもう一度
ど

といてかんぺきにしましょう。 

「テ」で全
ぜん

ぶ正
せい

かいできていたら，レベルアップしたもんだいをといてみましょう。 

ここまでは，できるようになろう！！ 

ここまでできれば，学力アップまちがいなし！！！ 

かならずやろう！ 

かならずやろう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

家庭
か て い

学習の手引
て び

き （３・４年生） 

家庭学習は、学校で学んだことをもういちどふりかえり、たしかな

学力を身につけるための学習です。毎日コツコツつづけることが、あ

なたの生きる力を高めます。 

さあ、できることからつづけていきましょう。 

１．こんな力
ちから

を身
み

に付
つ

けたいですね 
 

① ならうかん字をすべて読め、８わりのかん字を書ける。 

② 国語じてんを正しく使える。 

③ しゅ語とじゅつ語を正しく使って、文を書くことができる。 

④ たし算・ひき算の筆算、かけ算、わり算ができる。 

⑤ コンパスを上手に使える。 

① 習うかん字をすべて読め、８割のかん字を書ける。 

② 言葉のつながりを考えて文章を書くことができる。 

③ わり算の筆算ができる。     

④ 平行四辺形やひし形を作図できる。 

⑤ 分度器を正しく使える。   ⑦ローマ字を正しく書ける。 

⑥ ４７都道府県の位置がわかる。 

２．家庭
か て い

学習をするときには 
 

○ 学習をはじめる時こくをきめて取り組みましょう。 

○ 学習するときは、テレビをけしましょう。 

○ 毎日４０～５０分学習しましょう。【１０分×学年＋１０分】 

３．こんな学習をしてみましょう 

 

【国語】 

① 教科書を音読しよう。 

（お家の人に聞いてもらおう） 

② くふうしながらかん字の練習

をしよう。（短文づくりなど） 

③ じてんで意味を調べよう。 

④ 気に入った詩をノートにうつ

そう。 

【算数】 

① 学校でならったことをふくしゅう

しよう。 

② テストでまちがった問題をもうい

ちどやってみよう。 

③ みのまわりにあるものの長さや重

さ、かさ、角度などをはかってみ

よう。 

【社会・理科】 

① 地図記号をおぼえよう。 

② ４７都道府県をおぼえよう。 

③ こん虫や植物のかんさつを

しよう。 

【その他】 

① 日記・五七五をつづけて書こう。 

② いろいろな種類の本を読もう。 

③ 身のまわりのものをスケッチして

みよう。 

④ リコーダーの練習をしてみよう。 

 

 

 

 

☆テストやプリントで まちがったところを もういちど やりなおしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

一日の家庭
てい

学習
しゅう

の流
なが

れ （３・４年生） 
 

②「け」計画：自分に必要
ひつよう

だと思う学習を考えよう 

 

① 日付
づけ

・開始
か い し

時刻
こく

を書く 
 

④「ぶ」分せき：まちがえた理由
ゆう

を考えよう 

 

③「テ」テスト：問題
もんだい

を解
と

き，丸つけをしよう 

 

⑥終 了
しゅうりょう

時刻
こく

を書く 
 

⑤「れ」練習
れんしゅう

：くり返
かえ

し取り組み完
かん

ぺきにしよう 

 

復習
ふくしゅう

＋予
よ

習・調
しら

べ学習 
自分から学ぶ自分なりの学びを！ 

けテぶれ学習
しゅう

の方法
ほう

 
 

宿題
しゅくだい

が出ているときは，最初
さいしょ

に宿題をしっかり取
と

り組みましょう。 

自分の学びの記録
ろく

を残
のこ

せるようにしっかり書きましょう。 

「テストが近い」「〇〇に興味
きょうみ

がある」「今日学校でよくわからなかった」など

どんな学習をすると自分がレベルアップできるか考えましょう。 

学年の目標
ひょう

時間を達成
たっせい

することはできましたか？ 

やりっぱなしにせず、正しく丸つけをしましょう。 

自分のまちがいに気付
づ

けることも自分の宝物
たからもの

になりますよ。 

「どうしてまちがえたのか」を考えて文章
しょう

で書いてみましょう。 

全問
ぜんもん

正解
かい

できたらとにかく自分をほめてみましょう！ 

まちがえた問題をもう一度
ど

解
と

いて完
かん

ぺきにしましょう。 

「テ」で全問正解
かい

できていたら，レベルアップした問題を解
と

いてみましょう。 

ここまでできれば，学力アップまちがいなし！！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

家庭学習の手引き （５・６年生） 

家庭学習は、学習した分だけあなたの力になるのです。毎日コツコツ

つづけることが、あなたの生きる力を高めます。 

さあ、できることから始めていきましょう。 

１．こんな力を身に付けたいですね 

 

・ ５年生で習う漢字が全て読め、８割書ける。 

・ 教科書の音読がすらすらできる。 

・ 整数や小数の＋－×÷ができる。 

・ 分数の＋－ができる。 

・ 辞典や図鑑を使って調べることができる。 

・ パソコンでローマ字入力ができる。 

 

・ 小学校で習う漢字が全て読め、８割書ける。 

・ 文章の内容をおさえながら、音読ができる。 

・ 整数や小数、分数の＋－×÷ができる。 

・ 辞典や図鑑を使って調べることができる。 

・ パソコンでローマ字入力ができる。 

・ 自分で課題を決めて学習できる。 

 

２．家庭学習をするときには 

 
・ 机の上をきれいにかたづけてから学習しましょう。 

・ 毎日６０～７０分間学習しましょう。【１０分×学年＋１０分】 

・ テレビを消し、集中して学習しましょう。 

・ よい姿勢で学習しましょう。 

３．こんな学習をしてみましょう 

 

☆テストやプリントでまちがった所をもう一度やり直しましょう☆ 

【国語】 

・ 漢字の書き順や字の形を意識して、きれいに練習しましょう。 

・ 作文や日記を書きましょう。 

・ 辞典を使って、言葉の意味や使い方を調べましょう。 

・ 教科書を声に出して。読みましょう。 

【算数】 

・ くり返し練習して、速く正確に計算できるようになりましょう。 

・ 文章問題は、声に出して問題を読んだり、簡単な図にかいたりして考

えましょう。 

・ 自分でまるつけ（赤鉛筆）をし、まちがっていたらもう一度やり直し

ましょう。 

【社会・理科】 

・ ニュースや新聞を見て内容をまとめたり、自分の意見を書いたりしま

しょう。 

・ 地図帳で地名を覚えたり、歴史の年表を作ったりしましょう。 

・ 自然や生き物の観察記録をかいたり、実験の手順や結果をまとめたり

しましょう。 

【その他】 

・ 興味をもったことや疑問に思ったことを調べましょう。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市立沼ノ端小学校 

一日の家庭学習の流れ （５・６年生） 
 

②「け」計画：自分に必要だと思う学習を考えよう 

 

① 日付・開始時刻を書く 

 

④「ぶ」分せき：まちがえた理由を考えよう 

 

③「テ」テスト：問題を解き，丸つけをしよう 

 

⑥終了時刻を書く 

 

⑤「れ」練習：くり返し取り組み完ぺきにしよう 

 

復習＋予習・調べ学習 自分から学ぶ自分なりの学びを！ 

けテぶれ学習の方法 

 

宿題が出ているときは，最初に宿題をしっかり取り組みましょう。 

自分の学びの記録を残せるようにしっかり書きましょう。 

「テストが近い」「〇〇に興味がある」「今日学校でよくわからなかった」など

どんな学習をすると自分がレベルアップできるか考えましょう。 

学年の目標時間を達成することはできましたか？ 

やりっぱなしにせず、正しく丸つけをしましょう。 

自分のまちがいに気付けることも自分の宝物になりますよ。 

「どうしてまちがえたのか」を考えて文章で書いてみましょう。 

全問正解できたらとにかく自分をほめてみましょう！ 

まちがえた問題をもう一度解いて完ぺきにしましょう。 

「テ」で全問正解できていたら，レベルアップした問題を解いてみましょう。 


